
2 沿革と主な施設整備年表

京都大学大学院理学研究科附属天文台は花山天文台と飛騨天文台より構成されている。
飛騨天文台は、世界第一級の高分解能をもつドームレス太陽望遠鏡、太陽磁場活動望遠
鏡、東洋一のレンズをもつ 65 cm屈折望遠鏡などを用いて観測の最前線に立ち、花山天
文台は、データ解析研究センターとしての役割を担うと共に、大学院・学部学生の観測研
究実習及びデータ解析研究実習を実施している。

昭和 4年 (1929年) 10月 花山天文台設立
昭和 16年 (1941年) 7月 生駒山太陽観測所 (奈良県生駒郡生駒山)設立
昭和 33年 (1958年) 4月 花山天文台及び生駒山太陽観測所を理学部附属天文台として

官制化
昭和 35年 (1960年) 3月 花山天文台に、60 cm反射望遠鏡完成
昭和 36年 (1961年) 3月 花山天文台に、現在の太陽館と 70 cmシーロスタット完成
昭和 43年 (1968年) 11月 飛騨天文台設立、管理棟・本館・60 cm反射望遠鏡ドーム完

工、60 cm反射望遠鏡を花山天文台より移設、開所式挙行
昭和 44年 (1969年) 3月 花山天文台のクック 30 cm屈折望遠鏡を改造し、ツァイス

45 cmレンズを搭載
昭和 47年 (1972年) 3月 生駒山太陽観測所閉鎖
昭和 47年 (1972年) 4月 飛騨天文台に、65 cm屈折望遠鏡及び新館完成、竣工式挙行
昭和 54年 (1979年) 5月 飛騨天文台に、ドームレス太陽望遠鏡完成、竣工式挙行
昭和 63年 (1988年) 3月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡駆動コンピューター更新
平成 3年 (1991年) 3月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体パネル一部修理工事完

了、飛騨天文台 15 mドーム駆動装置更新工事完了
平成 4年 (1992年) 3月 飛騨天文台に、太陽フレア監視望遠鏡及びドーム完成
平成 8年 (1996年) 3月 花山天文台にデジタル専用回線導入
平成 8年 (1996年) 11月 飛騨天文台研究棟及び管理棟外壁等改修工事施工
平成 9年 (1997年) 3月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡に高分解能太陽磁場測定装

置新設
平成 10年 (1998年) 10月 飛騨天文台専用道路に光ケーブル敷設工事施工

高速データ通信回線 (384 Kbps)開通
平成 11年 (1999年) 3月 花山天文台 18 cm屈折望遠鏡に太陽Hα単色像デジタル撮影

システム完成
平成 11年 (1999年) 11月 花山天文台デジタル専用回線を 128 Kbpsから 1.5 Mbpsに

高速化、飛騨天文台研究棟・管理棟改修工事及び管理棟合併
浄化槽敷設工事施工

平成 12年 (2000年) 9月 飛騨天文台デジタル通信回線を 1.5 Mbpsに高速化、かつ
専用回線に切替え
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修士７人)、宇宙ユニット教員 1人です。このメンバーで、2016年度は、査読雑誌論文 19

編 (附属天文台構成員が第 1著者の論文は 4編)の成果をあげました。分野別内訳は、太
陽観測 7編、太陽MHD理論 2編、恒星観測 6編、その他 4編、となっています。その他
4編というのは、過去の文献の中からオーロラや巨大黒点の記述を探し出し、近代観測が
始まる以前の太陽活動の正体を解明する、という歴史文献天文学の論文です。このような
研究から、1000年もの長い年月の間には京都でオーロラが見えるような巨大磁気嵐 (スー
パーフレア?)が時折起きていた、という驚くべき事実がわかってきました。これらは京
大文学研究科の早川尚志君と附属天文台院生の玉澤春史君、河村聡人君、磯部洋明准教
授 (京大思修館、宇宙ユニット)など、文系と理系の研究者間の素晴らしい共同研究成果
です。2012年の京大附属天文台グループによる太陽型星のスーパーフレアの発見にヒン
トを得て始まった京大ならではの研究と言えます。
2016年 3月には、附属天文台より、博士論文 1人、修士論文 3人が生まれ、学部教育で

も課題研究 3人、課題演習 4人が天文台教員の元で研究・演習を終えました。
11月には喜多郎さんとのコラボDVD「古事記と宇宙」の英語版 “Kojiki and the Uni-

verse”が完成し、米国でリリースされました。その少し前の 10月 15日には、喜多郎さん
が花山天文台応援の野外コンサート (第 4回)を開催してくださいました。素晴らしい秋
晴れの満月の下で、約 300人の参加者が世界初の「古事記と宇宙」映像ライブ野外コン
サートを楽しみました。喜多郎さん、および友情出演いただいた舞踏家の三上賀代さんを
はじめとして、様々な面からご支援くださった多くの皆様方に深く感謝申し上げたいと思
います。

平成 30年 (2018年) 2月 25日
京都大学大学院理学研究科
附属天文台台長 柴田一成
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平成 13年 (2001年) 3月 飛騨天文台 65 cm屈折望遠鏡 15 mドームスリット等改修工事
完了

平成 14年 (2002年) 3月 花山天文台建物等改修工事施工
平成 15年 (2003年) 3月 飛騨天文台に太陽活動総合観測システム (SMART望遠鏡ほか)

新設
平成 15年 (2003年) 11月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体冷却システム改修工事

完了
平成 17年 (2005年) 5月 3.8m望遠鏡開発に対し、藤原洋氏 (インターネット総合研究

所代表取締役)が支援開始
平成 18年 (2006年) 3月 飛騨天文台にダークファイバーと岐阜情報スーパーハイウェ

イを利用した高速データ通信回線 (100 Mbps)開通
平成 18年 (2006年) 8月 花山天文台にダークファイバー利用の高速データ通信回線

(1 Gbps)開通
平成 20年 (2008年) 12月 飛騨天文台研究棟耐震補強工事施工
平成 22年 (2010年) 3月 フレア監視望遠鏡を飛騨天文台からイカ大学 (ペルー)へ移設
平成 25年 (2013年) 1月 花山天文台が京都市の “京都を彩る建物や庭園”に選定される
平成 25年 (2013年) 12月 3.8 m望遠鏡建設の概算要求 (補正予算)措置決定
平成 27年 (2015年) 1月 3.8 m望遠鏡用ドームの概算要求予算措置決定
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